




















































岩田英作：芥川龍之介の松江体験― 失恋と『羅生門』誕生のあいだで ― －2－
　
これらのことから、芥川が日本の伝統文化に対して価値を置き、その
いくつかが大正期の松江に存することを高く評価していることがうかがえる。そのことに加えて、 『松江印象記』の次のような書き方に注目したい。 『松江印象記』の構成は、 「日記より」に対応 「一」 「二」 「三」の三つの構成から成り立つ。そのうち「一」と「二 の終わりには、次の通りの文章がある。【 「一」の末尾】
自分は松江に対して同情と反感と二つながら感じてゐる。唯、幸にして此市の川の水は、一切の反感に打勝つ程、強い愛惜を自分の心に喚起してくれるのである。
【 「二」の末尾】
そして最後に建築物に関しても松江はその窓と壁と露台 （ばるこん）とをより美しく眺めしむ可き大いな 天恵――ヴエネテイアをしてヴエネテイアたら むる水を有 ゐる。
　「一」 、 「二」ともに、松江についていろいろ印象を語っているが、帰着するところは松江を流れる「川の水」なのである。そして、 「三」では松江の印象のまとめとして、ほぼ必然的に「川の水」の話題が以下の通り語られ こととなる。









で特定することは困難である。しかしながら、 『翡翠記』の特に後半部分については、芥川の松江滞在について、実際の出来事からおよそ一カ月遅れ 「松陽新報」に掲載されていたことが明 かである。　
さて、 『翡翠記』の後半、すなわち芥川との松江での交遊を記した箇
所には、 「日記より」として、芥川が書いた松江の印象が挿入されている。 「十四」 に 「日記より」 して署名は 「芥川龍之介」 とある。 「二十一」に「日記より（二） 」 、 「日記より（三） 」として署名は「芥川龍之助」とある。芥川が、 「芥川龍之介」と署名して公に書いた文章は、この『翡翠記』の 」が最初 ある
（注４）
。この「日記より」に該当する部分






架かる「木造の橋」である。それに次いで芥川の心を捉えたのは 千鳥城の天守閣」である。そし さらに芥川は松江の町並みにも言及し、 道路の整理と建築の改善とそして街樹 養成」において、 「松江市は他のいづれ 都市よりも優れた便宜を持つてゐはしな かと思ふ。 」と述べている。　
芥川はその一方で、松江のマイナス面についても書いている。一つに




執筆の一年余り前に「柳川隆之介」の署名で発表された。 「幼い時から、中学を卒業するまで、自分は殆毎日のやうに、あの川を見た」とするその大川に対する〈自分〉の溢れんばかりの思い入れが綴ら 、いわば大川讃歌の一篇であ 。




此三年間、自分は山の手の郊外 雑木林のかげになつてゐ 書斎で、静平な読書三昧に耽つてゐたが、それでも猶 月 二三度は、あの大川の水を眺めにゆくこと 忘れなかつた。 動く も く動き、流るゝともなく流れる大川の水 色は、静寂な書斎の空気が休みなく与へる刺戟と緊張とに、切ない程あわたゞしく 動いている自分の心をも、丁度、長旅に出た巡礼が、漸く又故郷の土を踏んだ時のやうな、さびしい、自由な、なつかしさにと し くれる。大川水があつて、始めて自分は再、純なる本来の感情に生き こ 出来るのである。
　









　「陽なたで、もう大概乾かされてあった」その箱は、乾くまでは当然濡れていたのである。なぜ濡れていたかと言えば、 の箱は中に生きた猫を入れたまま、濠の水中に沈められていたからである。濠の水をはじめ、 松江の自然は 「人と人と人と 交渉 疲れ切った 〈私〉をして、 「大変心が休まった」という心境をも らしてくれるものだった。しかし、結末に描かれた濠 水からは、そのような心の癒しに結びつくようなイメージを導き出すのは困難である。しかし、かと言って、そこから負の感情を読み取ることも実 難し 。濠端で起きた惨劇は、 〈私〉の寝いる間に片が付いていて、起床した〈私〉が殺された猫 死骸 見ることはなく、水中で猫の殺害に用いられ 道具も乾燥 て、 とには酷薄なまでの静けさ 残してこの作品は閉じられるのである。　『濠端の住まい』の「川の水」は、 内面の浄化を促すものでありながら、その人間の内面 ど頓着しない、作品中 言葉を用い なら「不可抗な運命」の象徴としても描かれている。そこに 、志賀の自然観 深化を見て取ることができるように思われる。　志賀直哉の『濠端の住まい』に見る「川の水」と芥川が松江に見た「川
の水」を同じ土俵で論じることは簡単ではな しかしながら、同じ松江を舞台としながら作品化を試みた時 両者 「川の水」にきわめて大きな意味を見出していたことは間違いのないこと あ 。
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碧玉の色のやうに余りに重く緑を凝してゐる。と云つて潮の満干を全く感じない上流の川の水は、云はゞ緑柱石の色のやうに、余りに軽く、余りに薄つぺら 光 すぎる。唯淡水と潮水とが交錯する平原の大河の水は、冷な青に、濁つた黄の暖みを交へて、何処となく人間化された、親しさと、人間らしい意味に於て、ライフライク 、なつかしさがあるやう 思はれる。殊に大川は、赭ちやけた粘土の多い関東平野を行きつくして、 「東京」と云ふ大都会 静に流れてゐるだけに、其濁つて 皺をよせて 気むづかしい猶太の老爺のやうに、ぶつぶ 口小言を云ふ の色が、如何 も落付いた 人なつかしい、手ざはりのいゝ感じを持つてゐる。
　
右引用の中で、 「大河の水」は、 「海の水」や「上流の川の水」と比較
されながら、 「何処となく人間化された、親しさと、人間らしい意味に於て、ライフライクな、なつかしさがある」と語られている。さらに一般的な「大河の水」を 大川の水」に具体化して、ユダヤの気難しい老爺を比喩に用い 「人間らしい」 「ライフライク」なイメージを表現しようとし いる。ところで、 『松江印象記』の中で 芥川は先に引用したように、 「松江は殆ど、海を除いて「あらゆる水 を持つてゐる」として、 「濠の水」 「川の水」と並べて宍道湖の水を「滑な硝子板のやうな光沢のある、どこ く
LIFELIK
E な湖水の水」と形容している。この




には若干の意味のずれが生じているように思われる。まず、後者について見てみると、 「さびしい、自由な、なつかしさ」には比喩による形容がなされ いて、すなわち、 「丁度、長旅に出た巡礼が、漸く又故郷の土を踏んだ時のやうな、さびしい、自由な、なつかしさ」とある。さらに、その前には「此三年間」の〈自分〉の状況が語られていて、山の手で読書に耽り がらも、 「月に二三度は あの大川の水を眺めにゆくことを忘れなかつた」とある。これら ことから、後者の引用における大川の水に対する「なつかしさ」は 子供 頃から慣れ親しんだ過去の大川に対する〈自分〉の思い 理解できる。　
一方、前者の引用には、 「自分は、昔からあの水を見る毎に、何となく、










　「雲出でて」と「出雲」という二語のあいだに挟まれて、 「驟雨」の語が見える。 おそらく、 この歌 作者である芥川の頭の中では、 〈出雲〉 → 〈雲が多い〉→〈雨〉という連想 働いたのではあるまいか。ところで、井川が「七つ八つ」あった芥川の歌 中からなぜにこの一首を引用したか。第十三節の冒頭には、 「毎日々々空が群青色に深く晴れて雨を降らす法をまつたく忘れて仕舞つ や に憎く しい程澄み切つた天が涯無く頭のうへに擴つてゐる七月の末ごろ」とあり ひとつ は井川自身が一雨来るの 待望して たというこ があるだろう。果たして、芥川来松の当日には、 「滅茶々々 暴風雨」となっており、 「會 たら先づ『君の歌があまり利きすぎたやうだぜ』と言つてやらうなと心の内に考へながら獨り雨のなかを停車場さ 友を迎へ 出た」ところで第 は終わる。そして、続く第十四節には芥川の日記が引用され 川の水について語られることになる。 なわち、 『翡翠記』後半 芥川登場の箇所については、その冒頭にまず雨 話題があり、次いで川の水に移っていくという構成になっていることをここで確認し おきたい。　ところで第十三節には、もう一つ看過できないことがらが書かれてい





いうことである。それは、川の水であり、濠の水であり、さらにはそこに雨を含めてよいかも知れない。それに加えてもう一つ、三つに共通に描かれているのが特定の時間帯である。 「薄暮」 、 「夕日」 「黄昏」がそうである。なぜに芥川は松江の川の風景を描くときに 決まって夕方の時間帯に設定したのだろうか。その疑問を念頭に、 ふたたび『大川の水』をめくってみ と、次の一節に目が留まる。
殊に日暮、川の上に立こめる水蒸気と次第に暗くなる夕空の薄明とは、この大川をして殆、比喩を絶した、微妙な色調を帯ばしめる。自分はひとり、渡し船の舷に肘をついて、もう靄の下りかけた、薄暮の川の水面を何と言ふ事もなく見渡しながら、其暗緑色 水のあなた、暗い家々の空に大きな赤い月の出 見 思はず涙を流したのを、恐らく終世忘れることが出来 いであらう。
　
大川の水が「比喩を絶した」色彩を帯びる時間、 「恐らく終世忘れる
ことが出来ない」ほどの経験 もたらした時間 それが「日暮」 「薄暮」なのであった。芥川にとって、 夕方は川がもっ も美しくなる時であり、川によってもっとも心を揺さぶられる時間帯であ たと言ってよさそうである。三．井川
　
恭『翡翠記』について






かっている。玉造、宍道、簸川平野を過ぎて斐伊川に架かる神立橋を渡り、大津、今市を経て大社の駅に到着した。出雲大社に参拝し、次いで稲佐の浜に立った時、芥川の発した一言は、またし も、 「日本海は暗いな」だった。二人は稲佐の浜でも泳ごうと が波が荒くてうまく行かず、 夕方四時の汽車で大田 波根に向かった。宿に到着し、 部屋に「あがつて見ると眺望はす きに佳い、二人は海にのぞんだ椽にこ かけたまゝ、 『佳いね！ほんとうにいゝね！今夜こゝへ來てよかつ 』とお互ひにいそがしく言ひ續けた」とあり、二人の興奮 様子が伝わってくる。古浦、稲佐で日本海を目にした時、その暗さを口にした芥川は、根では一言も のようなことは言わなかった なぜなら、芥川と井川の目の前に広がる日本海はちょうど夕日 染まって たからである。




のには一とかどの理由があつた、第一には、すべて人は最初の印象に支配される力が強い、僕は自分の生まれた土地として此松江に對して或る程度の愛着の念を有つてゐる だからこの未だ見ぬ國を指してはるばるやつて来る友人の眼に、うつくしいゆうべの光に包まれてゐる松江の街を先ず映させ度かった。／次にはすゞしい夕ぐれに湖を西へ西へと彼を載せた舟を棹さしながらこの春品川で別れて以来溜つ たく山 聞き度いこと、話し いことを聞きも 話しもし度いと思つてゐた――そ 事自身の中にロマンチツクな或るものが含まれてゐるやうな気がして、ぜひ夕方でなくちやあと云ふ考へを更につよくした。
　
一読して、 友人芥川に対する井川の気のつかいようにまず驚かされる。









ば、暴風雨に始まり、松江の川を讃えた芥川の日記部分、芥川と井川の海水浴場面という具合 、ほぼ全編、水に関係することで覆われている。　『翡翠記』に描かれた波根での海水浴の場面は、読んでいて特に印象に深い。二人とも裸になって海に飛び込み、赤々と沈んでいく夕日に向かって「美しい」と感嘆する。この時二人は翡翠のように眩い色に包まれて、彼ら自身もまた美し 人として描かれている。興味深いことに、古浦、稲佐、波根それぞれの海岸の場面 おい 、井川が共通して使用している言葉がある。それは、 「裸」の一文字である 古浦の「 『ぢやあ直ぐおよがう』と衣服を脱いで裸に成ると」 、稲佐の「しばらくしてから裸になつて濱へ出てみ と」 、そして稲佐 「裸かな 」 いささかくどいくらいに井川がこの語 使用するのは、むろん「裸」であることが井川にとって重要な要素であったから ある。そこに 古浦海岸 海水浴場面での、 「原始人の感じたまゝのフレシユネツス という感想も付け加えて考えれば、芥川と井川にと て わが身にまとわりついた夾雑物をすべ はぎ取っ それこそ文字通り裸になって新鮮な自己に立ち返るための通過儀礼であ たか 思われる。そこに一日の終 を告げる夕日が加われば、リセット し 舞台 さら 整う。　果たして、現実の芥川と井川が松江での交遊を通してどれほど新鮮な




湖でロマンティックに過ごす夢を、井川はつ に波根で実現したかに思える。芥川にとっても、この時の波根の状況が彼の心を深く揺さぶるものであったことは想像に難くない。　『翡翠記』の翡翠は、 言うまでもなくカワセミのことである。 『翡翠記』の中で、翡翠は第九節と第二十二節にわずかだが登場する。第九節から引用する。
少しはなれた河岸に生えてゐる櫖の木の水にさし出た枝のうへに一羽の翡翠が棲まつてゐて靜かに水のなかを窺つてゐる。／と、身を跳らして水の かに潜り入り、 たちまち復た魚を喞へておどり出て、つうつうと啼きながら彼方の樹の茂みを指して翔つて行く。／寶石の光りの貴とさを持つてゐる色澤うつくしい瑠璃いろの翅をひらりと閃かせるかと思ふと早や暗い樹 蔭にその鳥のかたちは隠れてまふ。うつくしい人が懐かしい眸をちらと見せ すぐと消え失せたときのやうに、 幻影のひかりがこゝろの中をはゞ いて通り過ぎる。
　
翡翠は水中に潜って獲物を捕まえる。 『翡翠記』に描かれた芥川との





















年、 島根国語国文刊） 中で、 「翡翠記」の翡翠の暗示性について次の通り述べている。 「表題の『翡翠記』も暗示的である。芥川








五十八（一九八三）年、新潮社）に次の通りある。 「龍之介は、実家新原家の女中、吉村千代に一方的ともいえる恋情を寄せ、その気持ちを告白した手紙を出している。 それは叶わぬ恋であった。次に彼は青山学院英文科出の吉田弥生という才媛を知り、結婚の意思表示までしている。が、この恋も養家の人々の反対に って破局に至り、彼の心に深い傷を残すこととなる。 」
注２












を迎える家の裏の濠に時々姿を見せる〈翡翠〉は、芥川来松の前と後に布置してあり、全体に穏やかな色調の漂う濠の草木や生き物たちの中で、 〈宝石 光りを持つてゐる色沢うつくしい瑠璃いろの翅〉 （九） 、 〈 かるい藍青の光〉 （二十二）と、この上なく美化されている。これは、端正さと気品と知性の輝きを備えた心友芥川龍之介のイメージでなくてなんであろう。 」（受稿
 平成二八年一〇月一九日、受理
 平成二八年一一月二四日）
